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大分県国東市立 武蔵西小学校

武蔵西小学校では、今年度より土曜スクールをスタートし、eライブラリのドリルを活用しています。

子どもたちの「確かな学力の定着と向上」に向け、地域アドバイザ－の方々と協力しながら、学校と地域

が協働して運営する学習教室の様子を紹介します。

大 好 き な P C で 、 意 欲 も ア ッ プ

武蔵西小学校では90分の土曜スクールのうち、45～60分を

eライブラリでのドリル学習に割り当てています。

問題集だけで行っていた頃よりも、大好きなパソコンを

使って学習することで意欲的に取り組むようになり、子ども

たちがその日の目標を決めてから学習のふりかえりを行うま

で、時間を持て余すことがなくなったそうです。

地域アドバイザーの先生は、子どもたちの学習を後ろから

見守ったり、時には子どもと一緒に問題を考えながら学習教

室を進めたりしていきます。地域アドバイザーの先生方が

「頑張ったね」「すごいね」と声を掛け、優しく励ますと、

子どもたちは少し照れながらも、嬉しそうな笑顔を見せてく

れました。

こうした地域の方々との交流が、子どもたちにとって、い

つもの授業と違った特別な時間になり、学習意欲向上にも繋

がっているそうです。

■今日の目標を決めて「記録ノート」に記入します

■どこまでできたかな？

地域アドバイザーの方々が、学校近くの公民館で５年前から紙の問題集を
使って水曜スクールを行ってきましたが、準備に時間がかかったり問題が限ら
れてしまったりすることもあり、今年度から学校でeライブラリを使った土曜ス
クールを開始しました。

eライブラリなら幅広い問題に取り組ませることができ、間違えたときも子ど
もが自分で確認しながら前に戻ることができます。操作が簡単で丸付けの負担
が少ないため、地域のアドバイザーの方も指導しやすいところがよいと感じて
いるようです。特に問題が難しくなる高学年の指導時には、解説教材があるこ
とで大変助かっているようです。今後はアドバイザーと話し合い、水曜スクー
ルでの活用方法も探りながら、活用出来ればと考えています。

パソコンドリルだから、集中力が続く！

見守り役は、地域アドバイザーの先生

國廣 精一 校長先生

土曜スクールの運営とeライブラリの役割 ～國廣校長先生のお話～
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今回の土曜スクールのスタートにあたり、地域アドバイザーの先生方に学習教室の運営ガイ

ドをご紹介しました。事前に時間配分や流れを確認でき、初めて支援に入るアドバイザーの

方々も安心して進行することができます。

＊eライブラリ学習教室運用ガイド・学習記録ノートは、お客様サポートサイトからダウンロードしていただけます
⇒ http://support.education.ne.jp/ela/

時間配分と使い方、FAQなど
を掲載しています。
学習ノートと併用し、目標設
定とふりかえりをしっかり行
うことがポイントです！

運 営 ガ イ ド で 準 備 は 安 心 ！

こ ん な 学 校 に お す す め運 営

セリフ入りで
進行も安心！

時間配分や必要
な資料も参考に
できます

学習教室を実践してみて ～協育コーディネーター 都留先生のお話～

学習教室ガイドは時間配分もちょうどよく、流れもわかりやすかった
ので、これを指針としてできるとよいと思いました。7名いる地域アド
バイザーも、「eライブラリお試し研修」ではかなり熱中して楽しんで
おり、自分で体験することで、流れを簡単に掴むこともできました。

また、学習記録ノートは、今日の目標を決め、後で結果も確認するこ
とができるので、子どもたち自身の振り返りにとても効果的だと思いま
した。今後は子どもたちが間違えた問題を書き写すなどの工夫を図り、
より充実した学習教室にしていきたいと思います。都留 みな子先生

● 補充学習をもっと有意義な時間にしたい。

● 学習ボランティアの力を活かしたい。

● 地域と連携して学習教室を運営したい。

● eライブラリ活用のコツや
運用ノウハウを聞きたい！

実践事例やノウハウをお求めの学校様は、
ラインズにご相談ください！
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